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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 塚田　昌様～オムツはアズールからの購入になります。両踵部に水疱形成ありますので、ア

　ズクロをつけてガーゼ保護していきましょう。靴下を常に履かして夜間挙上し

　てください。

· 安達　貴浩様～本日室岡整形受診してきています。ギブスカットし､レントゲンを撮っていま

　　　　　　　　　す。リハビリをしなければならないが、無理だろうということでギプスシーネ固定しています。入浴時は、自分で動かせる範囲で指を動かすよう指示あります。

　　　　　　　　　次回受診日は、３月18日(土)予定です。

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様～昨日は午前、午後で5時間30分退室されています。衝動行為見られず表情穏やかです。準夜帯で消灯時間に休まれており、夜間の睡眠とれています。１時頃に覚醒あり、スタッフに｢鍵をかけないでください、息苦しいんです｣、｢大部屋に戻りたい｣との発言聞かれております。今日は、入浴は衝動行為なく、落ち着いて入浴されています。入浴後は、｢ポカリください。｣と訴えあり、ジュースを飲まれてホールの白いベンチに座って過ごされています。褥創部位は、肩・肘・膝部は治癒され、瘡になっているとの事。右大転子部は表面が崩れてきており、ラップとアズクロをつけて、洗浄をまめに行なってください。現在、体重53.2キロに増えています。

3/2の夕食よりジプレキサが増薬（定期）となっているので、精神状態を引き続きし副作用に気をつけ観察していきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　無理強いせず気持ちを汲み取りながら表情・精神状態を観察したり、本人に合わせたペースで退室を促していきましょう。スタッフ２名以上の対応は変らず行なっていき、スタッフが離れる時などは、声を掛け自室に戻っていただきましょう。。

　

＜新入院患者様について＞

金　康子様～アルツハイマー認知症疑い　78歳　主治医　千葉Dr

H16.8.25食道癌の為、市民病院で手術をしています。その後、外来通院していたが、食欲不振あり、近医にて点滴等していたが、改善されず市民病院H18.1.20に入院。入院後、徘徊や液体ハンドソープを飲むなど異常行動みられた為、H18.2.16同院神経内科へ紹介となっている。2.20日同院退院後、長男夫婦と同居するが、被害的な発言や電話の線を切ろうとする事あったとの事。服薬拒否・興奮あり、家族が介護困難である為入院となっています。本日、息子様の面会あり、息子様が来たら｢帰りましょう。迎えに来た｣と話されホールを徘徊しています。息子様の促しに、昼食食べて、薬も飲まれています。お嫁様に対して「入院させた」と攻撃的になる事ありますので、様子みて面会するそうです。月曜日に採血行っていきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

↓

　　　　　　夜間の睡眠状態と、精神症状、粗暴行為の有無等の観察をしていきましょう。

　　　　　　食事摂取量と排泄の回数もきちんとカルテ記載していきましょう。拒否強い為声掛けを何度も行なっていきましょう。

　＜SST評価・検討＞

· 市川　真紀子様、土井　勝広様、種市　久子様SST導入になっています。(Ａグループ)

· 若松　博士様は、本人希望していましたが、見学のみです。（Aグループ）













